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I 電気化学バイオセンサ

Electrochemical biosensors 
 

水谷文雄・安川智之・松原則男

Mizutani, F., Yasukawa, T., Matsubara, N. 
 

電極表面上に固定化した抗体，酵素等の生体分子の特異的な基質選択能を利用し、高感度で簡便に

生体分子を計測するシステムを構築している。オスミウムビピリジル錯体および西洋わさびペルオキ

シダーゼを含む高分子膜を電極表面に固定化した電荷蓄積型の高感度過酸化水素センサの開発に成功

し、このセンサを基にした高感度免疫センサへと応用展開している。

Ⅱ マイクロ・ナノ電気化学を用いた細胞機能評価

Investigation for cellular activities by using micro- and nano-electrochemistry 
 

水谷文雄・安川智之・松原則男

Mizutani, F., Yasukawa, T., Matsubara, N. 
 

単一細胞のサイズと同程度以下のサイズのニードル型マイクロ・ナノ電極を作製し，単一細胞に近

接させることにより細胞の機能および活性をリアルタイムで計測するシステムを構築している。骨格

筋細胞の近傍に電極を設置し、細胞の呼吸活動に伴う酸素消費量を計測した。また，微細加工技術を

駆使して作製した基板に細胞や微生物を埋め込んだ細胞チップおよび微生物チップを作製し、細胞お

よび微生物の活性をマイクロ電極を用いて計測し，薬剤スクリーニングシステムの構築へと貢献した。

Ⅲ 誘電泳動による細胞および微粒子操作

Manipulation with microparticles and living cells based on dielectrophoresis 
 

水谷文雄・安川智之・松原則男

Mizutani, F., Yasukawa, T., Matsubara, N. 
 

誘電泳動による微粒子を大量一括で迅速に配列可能なシステムを構築した。くし型バンドアレイ電

極に微粒子を導入し，交流電圧を印加することにより瞬時に微粒子の配列を得た。さらに、光硬化性

ゲルを溶媒として用いることにより、微粒子のラインパターンを埋め込んだゲル薄膜を得ることがで



きた。また、誘電泳動による微粒子のマイクロ流路内捕捉技術を免疫測定法に応用展開し、迅速な免

疫測定を達成した。
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